
 

＜2024 年度 研究発表会開催概要＞ 

 

日 時：2024 年 11 月 21 日（木） 15 時～17 時 

場 所：ホテルアウィーナ大阪 

発表校：大阪市立西淀中学校（大阪市西淀川区） 

テーマ： 「平和を学ぶ」とともに、互いに協力し「班活動の集大成」となる修学旅行に 

 

【重点を置いた活動】 

 3 年間通して重点的に取り組んだ平和学習と班行動 

 

（実施要領） 

 ・旅 行 先 佐賀県・長崎県 

 ・時 期 2024 年 6 月 19 日（水）～21 日（金） 

 ・実施学年 第 3 学年（133 名）  引率教員 10 名 

  

・日程概要 

 1 日目：新大阪駅集合→博多→鹿島・七海海浜スポーツ公園（干潟体験） 

       →あぐりの丘高原ホテル 

  2 日目：長崎平和公園（平和学習）→長崎市内（班別行動）→松浦市（民泊） 

  ３日目：松浦ほんなもん体験→博多→新大阪→学校 

 

  ※学校の現状・課題を背景に、これまで取り組んできた班活動と平和学習を修学旅行でど

う実践したかという内容で、支援を必要とする生徒を常に考慮しながら、長崎での学習

や干潟体験、民泊体験で生徒が学んだ様子と成果が十分伝わった。 



16教育旅行　2025年２月号

●
学
校
紹
介

本
校
は
、大
阪
市
の
西
部
、兵
庫
県
に
隣
接
し
た
西

淀
川
区
に
あ
り
、
学
校
の
周
辺
は
中
小
の
工
場
が
点

在
す
る
地
域
で
あ
る
。創
立
は
昭
和
二
二（
１
９
４
７
）

年
で
、
今
年
度
の
３
年
生
は
78
期
生
と
な
る
。
生
徒

数
は
４
７
６
名
で
、
学
級
数
は
特
別
支
援
教
室
を
含

め
て
16
学
級
で
あ
る
。
教
職
員
数
は
37
名
、
サ
ポ
ー

タ
ー
や
部
活
動
指
導
員
な
ど
の
会
計
年
度
職
員
12
名

を
加
え
て
49
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
チ
ー
ム
学
校
と
し

て
生
徒
が
安
心
し
て
通
え
る
学
校
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
以
前
は
強
い
「
荒
れ
」
の
傾
向
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
校
訓
で
あ
る
「
強
い
か
ら
だ
」

「
清
い
心
」「
深
い
智
」「
高
い
志
」
を
中
心
と
し
、

生
徒
が
主
体
性
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

教
育
旅
行
研
究

大
阪
府
　  

大
阪
市
立
西
淀
中
学
校

学校外観

School Data

【創 立 年】　昭和 22（1947）年
【所 在 地】　�大阪府大阪市西淀川区姫島 

6-10-5
【教育目標】　�人権尊重の精神を基盤とし、「志

を高く持ち、たくましく生きる」
「感謝の心を大切に、自他を尊重
する」「自主的に学び自己実現で
きる」生徒を育成する

【全校生徒数】　476 名
【教職員数】　37 名

「平和を学ぶ」とともに、互いに協力し
「班活動の集大成」となる修学旅行に

校長　田野原 千佳
主務教諭・３学年主任　高橋　　 礼

●
●
●
●
●

旅 行 先
時　　 期
参加生徒数
引 率 者 数
日 程 概 要

佐賀県、長崎県
令和６（2024）年６月 19日（水）～ 21日（金）　２泊３日
３年生 133名
10名

【１日目】　�新大阪駅集合（新幹線） ⇒ 博多駅（バス） ⇒ 七浦海浜スポーツ公園　干潟体験  
（バス）⇒ あぐりの丘高原ホテル

【２日目】　�ホテル（バス） ⇒ 長崎平和公園・セレモニー・資料館見学（徒歩） ⇒ 長崎市内フィールドワーク
（徒歩・路面電車） ⇒ 松浦市（バス） ⇒ 入村式・民泊体験

【３日目】　�各民家 ⇒ ほんなもん体験・離村式（バス） ⇒ 博多駅（新幹線） ⇒ 新大阪駅（バス） ⇒ 学校

実施要項
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本
校
の
現
状
と
課
題

（
目
的
設
定
の
背
景
）

以
前
は
「
荒
れ
」
の
状
況
が
あ
り
学
校
生
活
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
散
見
さ
れ
た
。「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
見
て
み
る
と
、
令
和
三
（
２
０
２
１
）
年

度
調
査
で
は
、「
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん

で
助
け
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
項
目
に
つ
い

て
、肯
定
的
な
回
答
は
75
・
３
％（
全
国
88
・５
％
、

大
阪
府
86
・
６
％
）
と
全
国
よ
り
13
ポ
イ
ン
ト
、大

阪
府
よ
り
11
ポ
イ
ン
ト
低
か
っ
た
。
ま
た
、「
学
校

に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
項
目
に
つ
い
て
は
、肯
定
的
な
回
答
は
76
・７
％

（
全
国
81
・
１
％
、
大
阪
府
78
・７
％
）
と
、
全
国

よ
り
４
ポ
イ
ン
ト
、
大
阪
府
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト
低

か
っ
た
。

今
年
度（
78
期
生
）の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

「
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん
で
助
け
て
い

ま
す
か
」に
つ
い
て
、肯
定
的
な
回
答
は
、86
・
０
％

（
全
国
90
・
１
％
、
大
阪
府
88
・
９
％
）
と
、
全
国

や
大
阪
府
の
結
果
よ
り
は
ま
だ
低
い
も
の
の
、
３

年
前
と
比
べ
る
と
約
10
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と
思
い
ま

す
か
」
に
つ
い
て
は
、肯
定
的
な
回
答
が
84
・
5
％

（
全
国
83
・
８
％
、
大
阪
府
82
・５
％
）
と
そ
れ
ぞ

れ
の
平
均
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
学
年
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
班
活
動
」
を
基
盤
と
し
た
学

級
づ
く
り
や
様
々
な
教
育
活
動
が
、
大
き
な
成
果

を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

目
的
地
の
設
定

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
校
は
数
年
前
ま
で
は

「
荒
れ
」の
状
況
が
あ
り
、落
ち
着
い
た
教
育
環
境

の
整
備
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
立
て
直
し
と
し

て
、
全
学
年
で
班
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
が
仲
間
た
ち
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持

ち
や
、
協
力
す
る
大
切
さ
を
分
か
ち
合
い
、
生
徒

た
ち
の
様
子
に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
始
め
た
。

本
学
年
（
78
期
生
）
の
特
徴
と
し
て
は
、
元
気

で
明
る
い
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
が
、
不
登
校
傾

向
に
あ
る
生
徒
や
、
支
援
や
配
慮
を
必
要
と
す
る

生
徒
も
多
く
、「
お
互
い
で
支
え
あ
い
な
が
ら
活
動

す
る
」
取
り
組
み
が
必
要
な
学
年
で
あ
る
。
そ
こ

で
「
認
め
合
う
力
」、「
高
め
合
う
力
」、「
助
け
合

う
力
」
の
向
上
を
３
年
間
の
目
標
と
し
、「
78
Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
を
合
言
葉
に
、
様
々
な
活
動
に
班
活
動

を
取
り
入
れ
て
き
た
。

ま
た
、
１
年
生
の
頃
か
ら
人
権
教
育
の
一
環
と

し
て
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
本
学
年
に
は
肢
体
不
自
由
の
生
徒
（
以

後
、「
Ａ
く
ん
」
と
す
る
）
が
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

行
事
に
お
い
て
も
当
該
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
形
で

参
加
で
き
る
の
か
を
考
慮
し
、
取
り
組
ん
で
き

た
。
修
学
旅
行
に
お
い
て
も
、
当
該
生
徒
へ
の
配

慮
も
含
め
、
中
学
校
生
活
３
年
間
で
取
り
組
ん
で

き
た
平
和
学
習
、
班
活
動
の
集
大
成
と
し
て
の
行

事
と
な
る
よ
う
選
定
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
阪
の
都
会
の
環
境
と
は
違
っ
た
、
自

然
豊
か
な
地
で
、
自
然
と
人
、
人
と
人
と
の
触
れ

合
い
が
体
験
で
き
る
「
民
泊
」
の
場
所
と
し
て
の

選
定
も
行
っ
た
。

事
前
学
習

１
年
生
時
は
「
平
和
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
は
身
近
な
平
和
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
た
。
平
和
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
平
和
は
未
来
へ

の
バ
ト
ン
～
学
ぶ
・
笑
う
・
幸
せ
を
願
う
～
」
を

作
成
し
、
３
年
間
を
通
し
て
の
取
り
組
み
の
中
心

と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
表
現
し
た

絵
を
学
年
生
徒
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
を
４
ク
ラ
ス
合
同
で
作
成
し
、
１
年
生
の
文
化

発
表
会
で
披
露
し
た
。
校
外
学
習
時
に
は
、
大
阪

空
襲
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ピ
ー
ス
大
阪
（
大
阪
国

際
平
和
セ
ン
タ
ー
）」
の
見
学
を
実
施
し
た
。

２
年
生
時
に
は
、
文
化
発
表
会
で
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
の
実
話
を
も
と
に
、
朗
読
劇
「
天
気
予

報
が
消
え
た
日
」
を
発
表
し
た
。

３
年
生
の
４
月
の
授
業
参
観
で
は
、
長
崎
で
被

爆
さ
れ
た
方
の
ご
家
族
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、

「
語
り
部
講
話
」
を
実
施
し
、
保
護
者
と
と
も
に

●重点を置いた活動

３年間通して重点的に取り組んだ 
平和学習と班活動

教育旅行研究

事前学習
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受
講
し
た
。
５
月
に
は
、
２
年
生
時
よ
り
さ
ら
に

詳
し
く
長
崎
県
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
模
造
紙
１
枚
分
の
壁
新
聞
を
作

成
し
、
学
年
内
の
廊
下
に
掲
示
し
た
。
ま
た
、
長

崎
の
現
地
で
の
平
和
セ
レ
モ
ニ
ー
時
に
献
納
す
る

千
羽
鶴
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
修
学
旅
行
で
取
り

組
む
平
和
学
習
の
事
前
準
備
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
上
記
活
動
と
と
も
に
、
も
う
一
つ
の

主
軸
で
あ
る
班
活
動
も
す
す
め
て
き
た
。
各
ク
ラ

ス
６
名
の
班
長
を
募
り
、
そ
こ
に
各
ク
ラ
ス
の
学

級
代
表
２
名
ず
つ
を
加
え
、
計
32
名
の
リ
ー
ダ
ー

を
選
出
し
た
。
各
ク
ラ
ス
で
の
班
長
会
議
を
行

い
、
生
徒
た
ち
自
身
で
班
を
構
成
す
る
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
班

で
、
様
々
な
学
校
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
主
な
活

動
と
し
て
は
、
学
習
面
で
は
定
期
テ
ス
ト
前
に
教

え
合
い
活
動
を
、
生
徒
が
考
え
た
「
と
も
に
ガ
ン

バ
」と
い
う
活
動
名
で
取
り
組
ん
で
き
た
。ま
た
、

行
事
面
に
お
い
て
、
１
年
生
時
の
校
外
学
習
で

は
、
班
長
を
中
心
に
校
外
学
習
の
ル
ー
ト
を
決

め
、
大
阪
市
内
の
散
策
を
行
っ
た
。
２
年
生
時
の

神
戸
市
内
の
校
外
学
習
に
お
い
て
は
、
班
に
１
台

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
の
携
帯
端
末
を
渡
し
、
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
な
ど
を
し
、
修
学
旅
行
に
お
け
る
市

内
散
策
活
動
の
動
き
に
よ
り
近
づ
け
る
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
学
校
活
動
に
お
け

る
班
活
動
が
、
修
学
旅
行
に
お
い
て
３
年
間
の
集

大
成
と
な
る
よ
う
に
す
す
め
て
き
た
。

Ａ
く
ん
に
関
し
て
は
、
校
内
に
お
け
る
様
々
な

行
事
に
お
い
て
、
特
別
支
援
担
当
を
中
心
に
、
保

護
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
学
校
全
体
で
考
え
、
で

き
る
限
り
す
べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
え
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ル
ー
ト
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
使
用
な
ど
、
修
学
旅
行
中
の
動
向
に

つ
い
て
も
、
旅
行
会
社
や
受
入
先
の
団
体
と
入
念

に
打
合
せ
を
行
い
、
修
学
旅
行
に
向
け
て
の
準
備

を
進
め
た
。

活
動
の
様
子

●
干
潟
体
験
（
ミ
ニ
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

佐
賀
県
鹿
島
市
の
七
浦
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

て
干
潟
体
験
（
ミ
ニ
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
を
行
っ

た
。
チ
ー
ム
対
抗
の
ガ
タ
ス
キ
ー
競
争
、
ク
ラ
ス

対
抗
の
ガ
タ
綱
引
き
、
個
人
競
技
の
ガ
タ
フ
ラ
イ

競
争
な
ど
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
肢

体
不
自
由
の
生
徒
に
関
し
て
も
、
教
員
の
補
助
つ

き
で
大
き
な
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
ガ
タ
ス
キ
ー
に
参

加
し
、
表
情
豊
か
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

●
学
年
レ
ク

４
月
か
ら
立
ち
上
げ
た
修
学
旅
行
実
行
委
員
会

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
生
徒
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
学
年
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
が
、
出

演
者
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
ル
ー
ル
も

守
り
楽
し
ん
で
い
た
。
学
年
全
員
が
協
力
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
絆
や
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

●
長
崎
原
爆
資
料
館
見
学
（
平
和
学
習
）

雨
天
に
よ
り
長
崎
平
和
公
園
で
の
平
和
セ
レ
モ

ニ
ー
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
長
崎
原
爆
資

料
館
入
り
口
に
て
学
年
代
表
が
千
羽
鶴
を
献
納
し

た
。
そ
の
後
、
班
で
資
料
館
内
部
を
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
見
学
し
た
。
展
示
物
の
見
学
を
通
し
て
、

戦
争
が
奪
っ
て
い
っ
た「
当
た
り
前
の
日
常
」や
、

平
和
を
一
瞬
に
し
て
奪
い
取
る
戦
争
の
悲
惨
さ
を

学
ん
だ
。

●
長
崎
市
内
散
策
（
班
活
動
）

原
爆
資
料
館
見
学
後
、
班
に
１
台
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
貸
し
出
し
た
。
各
班
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
「
出
島
ル
ー
ト
」
も
し
く
は
「
眼
鏡

橋
ル
ー
ト
」を
選
び
、グ
ラ
バ
ー
園
に
向
か
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
事
前
に
配
付
し
た
一
日
乗
車
券
（
路

面
電
車
や
バ
ス
で
利
用
可
能
）
を
活
用
し
、
長
崎

市
内
を
散
策
し
た
。
中
華
街
や
大
浦
天
主
堂
付
近

で
の
お
土
産
購
入
、
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る

生
徒
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
当
日
は
大
雨
だ
っ
た
た
め
、
Ａ
く
ん

は
本
部
（
オ
ラ
ン
ダ
物
産
館
）
で
や
む
を
得
ず
待

機
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

●
民
泊
体
験

ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社
の
方
が
選
択
し
て
く
れ

た
長
崎
県
松
浦
市
内
の
４
つ
の
エ
リ
ア
（
青
島
地

区
、田
代
地
区
、今
福
地
区
、福
島
地
区
）に
ク
ラ
ス

ご
と
に
分
か
れ
、
民
泊
体
験
を
行
っ
た
。
各
エ
リ

ア
に
は
本
部
を
設
定
し
、
緊
急
時
の
対
応
等
の
た

め
旅
行
会
社
の
添
乗
員
も
１
名
ず
つ
同
行
し
た
。

生
徒
た
ち
は
各
地
区
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
入
村

式
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
各
家
庭
で
の
民
泊
体
験

を
行
っ
た
。
受
入
家
庭
の
生
活
環
境
と
日
ご
ろ
の

干潟体験

資料館見学 学年レク
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環
境
と
の
違
い
に
驚
い
て
い
る
生
徒
も
い
た
。
翌

日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、「
ほ
ん
な
も
ん
体

験
」（「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」「
押
し
寿
司
」「
田
舎
料
理
」

「
そ
ば
打
ち
」
な
ど
、
地
域
ご
と
の
特
色
あ
る
食

べ
物
づ
く
り
や
魚
釣
り
、
魚
お
ろ
し
体
験
）
に
参

加
し
た
。
民
泊
体
験
や
ほ
ん
な
も
ん
体
験
を
通
し

て
、
民
家
や
地
元
の
方
々
と
の
交
流
が
と
て
も
深

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行
わ
れ
た
離
村
式
で

は
、
お
世
話
に
な
っ
た
家
庭
の
方
々
と
の
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
涙
す
る
光
景
に
、
教
員
側
も
心
が

打
た
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

振
り
返
り

今
回
の
修
学
旅
行
選
定
に
あ
た
っ
て
の
第
一
の

目
的
で
あ
る
「
平
和
学
習
」
に
つ
い
て
は
、
長
崎

原
爆
資
料
館
で
の
見
学
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
ま
た
、
爆
心
地
や
長
崎

平
和
公
園
に
あ
る
祈
念
像
な
ど
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
数
々
の
千
羽
鶴
の
献
納
を
目
の
当
た
り
に

し
、
平
和
を
願
う
、
平
和
を
大
切
に
す
る
と
い
う

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、第
二
の
目
的
で
あ
る
「
班
活
動
」
で
は
、

「
い
か
に
協
力
し
て
行
動
で
き
る
か
」
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
き
、
班
長

を
務
め
る
リ
ー
ダ
ー
層
の
力
を
充
分
に
発
揮
し
て

い
る
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
活
動

中
に
、
班
長
任
せ
に
な
り
、
自
主
的
に
行
動
で
き

な
い
生
徒
も
少
し
見
ら
れ
た
。
仲
間
に
頼
り
す
ぎ

ず
、
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
、
確
認
す
る
べ
き
こ

と
は
自
分
で
責
任
を
も
っ
て
行
う
と
い
う
こ
と

を
、
卒
業
ま
で
の
学
年
の
課
題
と
し
て
、
ク
リ
ア

で
き
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

「
干
潟
体
験
」
で
は
、生
徒
た
ち
は
全
身
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
各
競
技
に
団
結
し
て
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
多

く
の
生
徒
が
競
技
に
熱
中
し
す
ぎ
て
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
示
が
通
り
に
く
い
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
が
、
何
か
に
熱
中
し
て
い
て
も
周
り
に

気
を
配
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
指
導

し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、「
民
泊
」
で
は
、
大
自

然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
自
然
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
の
感
想
と
事
後
学
習

原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
生
徒
の
感
想
に
は
、

「
当
時
の
人
た
ち
が
、
今
の
自
分
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
日
常
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
写
真
な
ど
の
展

示
が
あ
り
、
戦
争
が
そ
れ
ら
の
日
常
を
奪
っ
て

い
っ
た
こ
と
を
学
ん
だ
。
戦
争
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
行
為
で
あ
り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と
綴
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
事
後
学
習
の
一
環
と
し
て
、
11
月
に
行

わ
れ
た
文
化
発
表
会
で
、学
年
劇「
長
崎
万
華
鏡
」

を
発
表
し
た
。
長
崎
の
地
で
学
ん
だ
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
平
和
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
平
和
は
未
来

へ
の
バ
ト
ン
」
を
テ
ー
マ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
を

製
作
し
た
。
３
年
生
の
生
徒
た
ち
は
、
実
際
に
自

ら
が
感
じ
た
「
平
和
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
の
思

い
を
込
め
た
演
技
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

修
学
旅
行
全
体
を
通
し
て
、「
中
学
校
最
後
の
宿

泊
行
事
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
全
て
が
上
手
く
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
け

ど
、市
内
散
策
の
班
員
や
、宿
泊
部
屋
の
メ
ン
バ
ー

と
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。」と
書
い

て
い
る
生
徒
も
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
「
協
力

す
る
こ
と
」
を
大
切
に
、
班
活
動
や
学
校
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
修
学
旅
行
に
お
い
て
、「
78
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
」
の
中
に
含
ま
れ
る
３
つ
の
要
素
、「
認
め
合
う

力
」、「
高
め
合
う
力
」、「
助
け
合
う
力
」
を
さ
ら

に
向
上
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
修

学
旅
行
で
の
成
果
を
、
今
後
の
学
校
生
活
、
学
級

活
動
に
活
か
し
、
78
期
生
が
さ
ら
な
る
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
遂
げ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

教育旅行研究

劇 民泊体験（入村式）

長崎市内散策
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